
Title 私有地における集会の自由と管理権 :
ドイツにおける空間的保護領域の拡張

Sub Title Freedom of assembly and property rights on privatized public space :
the expansion of spatial scope of protection in German constitutional
law

Author 門田, 美貴(Kadota, Miki)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会

Publication
year

2021

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.128, (2021. 3) ,p.127- 160 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20210315-0127

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


私有地における集会の自由と管理権

127

一
　
は
じ
め
に

二
　
転
轍
点
と
し
て
の
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決

　
㈠
　「
場
」
の
選
択
権
の
保
障

　
㈡
　
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決

　
㈢
　
広
す
ぎ
る
射
程
？

三
　「
機
能
的
等
価
性
」
へ
の
着
目

　
㈠
　
公
共
空
間
の
私
化
と
集
会
の
自
由
の
縮
減

　
㈡
　
着
想
源
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

四
　
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性

　
㈠
　「
自
然
的
自
由
」
と
し
て
の
「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
」

　
㈡
　「
機
能
的
等
価
性
」
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
保
護
領
域
の
拡
張
？

　
㈢
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
保
護
領
域
の
拡
張
？

　
㈣
　
請
求
権
の
導
出
？

　
㈤
　
小
　
括

五
　
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性

　
㈠
　
草
案
に
お
け
る
衡
量
問
題

　
㈡
　
場
と
の
連
関
性
は
必
要
的
か
？

六
　
む
す
び
に
か
え
て

―
実
質
的
私
化
と
い
う
難
問

 

門

田

美

貴

私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
と
管
理
権

―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
空
間
的
保
護
領
域
の
拡
張

―



法学政治学論究　第128号（2021.3）

128

一
　
は
じ
め
に

　
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
は
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
空
間
が
必
要
で
あ
る
。
憲
法
上
の
権
利
の
行
使
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
し
か

し
、
近
時
、
空
間
か
ら
の
排
除
、
と
り
わ
け
管
理
者
た
る
私
人
に
よ
っ
て
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
禁
止
さ
れ
る
事
案
が
憲
法
問
題
と
し
て

認
識
さ
れ
始
め
て
い（
1
）る。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
、
粗
暴
な
フ
ァ
ン
に
対
し
て
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
所
属
ク
ラ
ブ
に
よ
り
言
い
渡
さ
れ
た

全
国
の
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
入
場
禁
止
が
問
題
と
な
っ
た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
禁
止
決（
2
）定が

知
ら
れ
て
い
る
。
平
等
原
則
に
反
し
た
恣
意
的
な
措

置
で
は
な
い
か
と
い
う
論
点
に
つ
き
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
般
平
等
原
則
（
基
本
法
三
条
一
項
）
の
私
人
間
効
力
を
原
則
と
し
て
否

定
す
る
と
と
も
に
、
本
件
で
は
例
外
と
し
て
の
「
特
殊
な
状
況
」
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
禁
止
は
、「
個
人
の
地

位
・
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
大
衆
に
開
か
れ
、﹇
禁
止
の
﹈
対
象
者
の
社
会
生
活
へ
の
参
与
を
主
催
者
が
大
き
く
決
定
づ
け
る
よ
う
な
催
し
」

か
ら
の
排
除
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
で
あ（
3
）る。
こ
の
決
定
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
バ
ー
チ
ャ
ル
な
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
め
ぐ
り
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
っ
て
ア
カ
ウ
ン
ト
が
凍
結
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
カ
ウ
ン
ト
停
止
決（
4
）定へ

と
引
き
継
が
れ

る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
は
、「
二
歩
進
ん
で
、
一
歩
下
が
る
」
の
が
現
状
で
あ（
5
）る。
極
右
政
党
で
あ
る
ド
イ
ツ
国
家

民
主
党
（
Ｎ
Ｐ
Ｄ
）
の
党
員
が
ホ
テ
ル
の
宿
泊
を
拒
否
さ
れ
た
、
宿
泊
拒
否
決（
6
）定で

は
、
他
の
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
と
い
う
選
択
肢
が
存
在

す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
特
殊
な
状
況
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
。

　
こ
こ
で
挙
げ
た
い
く
つ
か
の
例
か
ら
分
か
る
通
り
、
私
人
間
で
の
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
禁
止
は
、
実
に
多
く
の
局
面
で
生
じ
、
そ
の
際

に
干
渉
を
受
け
る
と
想
定
さ
れ
る
基
本
権
も
ま
た
様
々
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
本
稿
は
、
集
会
の
自
由
を
例
と
し
て
、
私
人
に
よ
る
集

会
の
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
禁
止
に
焦
点
を
当
て
る
。
憲
法
上
の
権
利
の
う
ち
集
会
の
自
由
は
、
人
々
が
「
集
ま
る
」
こ
と
を
自
由
の
一
内
容

と
し
て
お
り
、
人
々
が
物
理
的
に
集
ま
る
「
場
」
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
前
提
か
ら
、「
場
」
は
集
会
の
自
由
の
前
提
条
件
と
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い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
、
か
つ
て
公
的
主
体
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
き
た
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
が
私
有
化
さ
れ
る
こ

と
で
、
集
会
目
的
で
の
ア
ク
セ
ス
が
禁
止
さ
れ
始
め
て
い
る
。
行
使
す
る
「
場
」
を
失
っ
た
集
会
の
自
由
は
空
転
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
本
稿
は
、
集
会
の
自
由
の
空
転
化
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
か（
7
）ら、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
参
照
し
な
が
ら
、
集
会
の

自
由
の
空
間
的
保
護
領
域
の
拡
張
を
図
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
集
会
の
「
場
」
の
保
障
を
大
き
く
拡
張
し
、
そ
の
後
の
判
決
に
大
き
く
影

響
を
与
え
た
二
〇
一
一
年
の
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
と
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
参
照
す
る
。
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
以

前
か
ら
ド
イ
ツ
で
は
集
会
を
行
う
「
場
」
の
選
択
は
集
会
の
自
由
に
お
け
る
「
自
己
決
定
権
」
と
し
て
長
ら
く
承
認
さ
れ
て
き
た
が
、
同

時
に
そ
の
選
択
権
が
妥
当
す
る
範
囲
が
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
も
判
例
上
確
立
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
は
、

「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
私
有
地
に
ま
で
大
き
く
選
択
権
を
拡
張
し
た
が
、
そ
の
射
程
の
広
さ
ゆ
え
に
同
判
決
は
学

説
に
よ
っ
て
強
く
批
判
さ
れ
て
き
た
（
二
）。
し
か
し
、
同
判
決
を
起
案
し
た
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
集
会
の
自
由
の
空
転
化
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
保
護
領
域
を
大
き
く
拡
張
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
糸
口
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
お
い
て

定
立
さ
れ
た
、
公
共
空
間
と
公
衆
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
私
有
地
の
「
機
能
的
等
価
性
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
示
す

（
三
）。
も
っ
と
も
、「
機
能
的
等
価
性
」
概
念
の
み
で
は
私
有
地
で
の
集
会
を
理
由
づ
け
る
に
は
十
分
で
は
な
く
、
規
範
的
な
理
論
が
必

要
と
な
る
。
ド
イ
ツ
学
界
で
は
、
大
き
く
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
並
立
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
を
概
観

す
る
こ
と
で
、
人
々
が
集
会
の
た
め
に
「
集
ま
る
」
こ
と
を
自
然
的
自
由
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
私
有
地
で
の
集
会
を
保
護
し
よ
う
と
す

る
可
能
性
を
探
る
（
四
）。
他
方
で
、
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
有
地
で
の
集
会
と
い
う
論
点
を
、
集
会
の
自

由
と
財
産
権
と
い
う
二
つ
の
権
利
衝
突
の
衡
量
の
問
題
に
落
と
し
込
み
、
集
会
の
自
由
に
優
位
に
重
み
づ
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
衡
量
の
基
準
を
定
立
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
五
）。
最
後
に
、
以
上
の
両
ア
プ
ロ
ー
チ
の
到
達
点
と
残
さ
れ
た
課
題
を
指
摘
し
て

本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
（
六
）。
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二
　
転
轍
点
と
し
て
の
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決

㈠
　「
場
」
の
選
択
権
の
保
障

1　

萌　

芽

　
集
会
の
「
場
」
に
対
す
る
憲
法
的
保
障
を
初
め
て
明
示
的
に
説
い
た
の
は
、
集
会
の
自
由
の
古
典
的
判
決
と
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ

判（
8
）決で

あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
原
子
力
発
電
所
建
設
再
開
に
反
対
す
る
大
規
模
デ
モ
の
禁
止
を
め
ぐ
る
本
判
決
で
は
、
集
会
の
自
由
を

保
障
す
る
基
本
法
八
条
は
、
公
開
の
集
会
へ
の
参
加
お
よ
び
不
参
加
の
自
由
を
保
障
す
る
と
同
時
に
、
催
し
の
場
所
・
時
・
態
様
・
内
容

に
関
す
る
自
己
決
定
権
（das Selbstbestim

m
ungsrecht

）
も
防
御
権
と
し
て
保
障
す
る
と
判
示
し（
9
）た。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
、

集
会
の
場
所
に
関
す
る
自
己
決
定
権
は
、
集
会
の
自
由
と
場
所
と
の
特
別
な
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ

れ
ば
、「
デ
モ
は
、
他
者
と
共
同
で
自
ら
の
信
念
を
身
体
を
通
し
て
示
威
す
る
行
為
で
あ
」
る）

10
（

。
こ
う
し
た
示
威
行
為
を
通
し
、
参
加
者

は
一
方
で
「
他
者
と
の
連
帯
に
お
い
て
信
条
を
自
ら
確
信
し
」、
他
方
で
「
外
部
に
対
し
て
立
場
の
選
択
を
行
い
、
見
解
を
表
明
」
す
る
。

こ
の
よ
う
な
外
部
的
表
明
は
、
た
だ
参
加
者
が
集
会
の
「
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
、
そ
こ
に
現
れ
て
他
者
と
交
流
す
る
態
様
、
あ
る
い
は

場
所
の
選
択
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
す
で
に
」
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
）
11
（

る
。

　
本
判
決
の
説
示
に
よ
り
、
集
会
の
自
由
に
と
っ
て
場
所
の
選
択
は
、
見
解
の
表
明
と
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
場
の
選
択
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
集
会
を
行
お
う
と
す
る
主
催
者
の
形
成
の
自
由
（G

estaltungsfreiheit

）
の
行
使
と
さ
れ
）
12
（
る
。
主

催
者
は
、
集
会
の
テ
ー
マ
、
時
期
、
規
模
を
は
じ
め
と
す
る
事
項
に
つ
き
決
定
し
、
集
会
を
具
体
的
に
構
想
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
参

加
者
が
集
ま
る
場
所
の
選
択
を
行
う
こ
と
で
は
じ
め
て
集
会
は
現
実
の
も
の
と
な
る
。
学
説
で
は
主
催
者
の
形
成
の
自
由
を
前
提
と
し
て
、

国
家
が
集
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
、
一
般
公
衆
と
の
接
触
を
極
限
に
ま
で
減
少
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
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ン
・
ゾ
ー
ン
」
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
）
13
（
る
。

2　

法
律
に
よ
る
空
間
的
保
護
領
域
の
限
定
？

　
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
判
決
は
、
集
会
の
場
の
選
択
の
自
己
決
定
権
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
同
時
に
、
こ
の
権
利
は
あ

ら
ゆ
る
場
に
適
用
可
能
と
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
が
判
示
さ
れ
た
の
が
、
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
る
ホ
ー
フ
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
判
）
14
（
決
で
あ
る
。
本
事
案
で
は
、
ボ
ン
大
学
の

管
理
す
る
ホ
ー
フ
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
（H

ofgartenw
iese

）
と
呼
ば
れ
る
芝
生
広
場
に
お
け
る
大
規
模
な
集
会
実
施
が
問
題
と
な
っ
た
。

大
学
側
は
、
当
該
場
を
今
後
催
し
に
は
使
用
さ
せ
な
い
こ
と
を
定
め
た
一
九
八
四
年
一
二
月
二
〇
日
の
決
定
を
も
と
に
集
会
開
催
を
禁
止

し
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
集
会
主
催
者
が
大
学
側
に
集
会
目
的
で
使
用
さ
せ
る
一
般
的
請
求
権
は
存
在
し
な
い
と
判
示
す
る
際
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
集
会
の
自
由
は
、
対
国
家
的
防
御
権
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
国
家
に
対
す
る
給
付
請
求
権
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
本
件
大
学
に
対
し
て
集

会
目
的
で
の
敷
地
の
使
用
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
場
、
時
、
内
容
に
関
す
る
自
己
決
定
権
は
、
集
会
の
場
に
つ
い
て
法
的
権
限

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
由
な
場
の
選
択
は
、
自
ら
に
管
理
権
の
な
い
（frem

d

）
場
所
を
好
き
に

選
び
請
求
す
る
権
利
を
保
障
し
な
い
か
ら
で
あ
）
15
（
る
。

　
本
判
決
で
示
さ
れ
た
、「
集
会
の
場
に
関
す
る
自
己
決
定
権
は
、
自
ら
管
理
権
を
有
し
な
い
場
所
を
好
き
に
選
ぶ
権
利
で
は
な
い
」
と

の
説
示
は
、
学
説
か
ら
も
概
ね
支
持
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
シ
ュ
リ
ン
ク
（Bernhard Schlink

）
は
、
大
学
は
教
授
と
研
究
を
目
的
と

し
た
「
公
の
施
設
（öffentliche Einrichtung

）」
で
あ
り
、
こ
れ
を
集
会
目
的
に
用
い
る
こ
と
は
、
道
路
と
い
っ
た
公
共
用
財
産
の
目
的
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外
使
用
を
超
え
た
、
公
用
財
産
の
目
的
外
使
用
に
該
当
す
る
と
し
て
、
過
誤
の
な
い
裁
量
を
求
め
る
請
求
権
す
ら
存
在
し
な
い
場
合
で
あ

る
と
す
）
16
（

る
。

　
本
判
決
で
確
立
さ
れ
た
、「
集
会
の
自
由
は
、
任
意
に
選
ん
だ
場
所
へ
の
立
入
権
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
前
提
は
、
そ
の

後
も
繰
り
返
し
判
例
お
よ
び
学
説
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
）
17
（
る
。

㈡
　
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決

　
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
判
決
で
憲
法
上
保
障
さ
れ
、
ホ
ー
フ
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
判
決
で
限
定
さ
れ
た
集
会
の
「
場
」
に
関
す
る
選
択
権
は
、

そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
に
よ
っ
て
拡
張
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
判
決
は
、
そ
の
後
の
判

決
に
も
影
響
を
与
え
る
一
つ
の
転
轍
点
と
な
る
。

1　

事
案
と
判
旨

　
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
）
18
（

決
で
は
、
国
家
が
株
式
保
有
の
か
た
ち
で
関
与
す
る
フ
ラ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空

港
で
の
デ
モ
活
動
が
、
空
港
の
利
用
規
則
に
違
反
す
る
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
を
管

理
す
る
フ
ラ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
は
た
し
か
に
私
企
業
で
あ
る
が
、
国
家
が
過
半
数
の
株
式
を
有
し
て
お
り
支
配
的
影
響
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
デ
モ
禁
止
を
下
し
た
同
株
式
会
社
に
対
す
る
直
接
的
基
本
権
拘
束
を
認
め
て
い
）
19
（
る
。

　
基
本
権
の
拘
束
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
集
会
の
場
の
保
障
と
の
関
連
で
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
連
邦
憲
法

裁
判
所
が
集
会
の
自
由
の
空
間
的
保
護
領
域
を
拡
張
す
る
た
め
に
用
い
た
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
モ
デ
ル
（das Leitbild des 

öffentlichen Forum
s

）
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
空
港
と
い
う
場
へ
の
集
会
の
自
由
の
適
用
を
認
め
る
。
集

会
の
自
由
は
、
公
衆
の
通
行
に
開
か
れ
た
場
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
集
会
を
保
障
し
、
第
一
に
、
公
道
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
的
な
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フ
ォ
ー
ラ
ム
に
妥
当
す
る
。
集
会
の
場
の
選
択
権
は
、
ホ
ー
フ
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
判
決
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

好
き
勝
手
に
集
会
を
行
う
自
由
を
保
障
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
、
公
道
や
公

共
の
場
が
も
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
パ
サ
ー
ジ
ュ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
出
会
い
の
場
に
よ
っ

て
補
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
場
も
集
会
の
自
由
の
適
用
か
ら
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
公
道
や
公
共
広
場

以
外
の
場
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
公
共
空
間
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
は
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
モ
デ
ル
に
し
た
が

い
応
答
さ
れ
る
。「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
多
種
多
様
な
活
動
や
関
心
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
多
面
的
か
つ
開
か
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
網
が
存
在
し
て
お
り
、
商
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
店
そ
し
て
娯
楽
の
場
が
結
び
く
こ
と
で
、
遊
歩
、
滞
在
、

出
会
い
の
空
間
が
生
ま
れ
て
い
る
。
空
間
が
こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
様
々
な
用
途
の
併
存
に
開
か
れ
て
お
り
、

「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
基
本
法
八
条
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
20
（
い
。
以
上
の
「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
論
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は

―
個
人
ご
と
に
立
ち
入
り
許
可
が
与
え
ら
れ
、
公
衆
の
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ

リ
ア
を
除
き

―
空
港
で
の
集
会
の
自
由
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。

2　

余　

波

　
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
を
皮
切
り
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
集
会
の
自
由
の
空
間
的
保
護
領
域
を
大
き
く
拡
張
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
代

表
的
な
決
定
が
、
墓
地
決
定
と
、
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
定
で
あ
る
。

 
⑴
　
墓
地
決
定

　
ま
ず
、
二
〇
一
四
年
の
墓
地
決
）
21
（
定
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
で
は
な
い
墓
地
（Friedhof

）
に
ま
で
集
会
の
自
由
の

保
護
領
域
が
拡
張
さ
れ
た
。
墓
地
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
市
が
管
理
す
る
墓
地
で
行
わ
れ
て
い
る
空
爆
犠
牲
者
の
追

悼
式
典
に
際
し
、
式
典
へ
の
反
対
の
意
を
表
明
す
る
横
断
幕
を
掲
げ
る
と
い
う
、
墓
地
利
用
規
則
お
よ
び
秩
序
違
反
法
へ
の
違
反
行
為
が
、
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集
会
の
自
由
の
保
護
を
受
け
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
た
し
か
に
墓
地
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
の
み
ア
ク
セ
ス

可
能
で
あ
り
、
そ
の
点
で
「
公
衆
の
一
般
的
通
行
の
場
な
い
し
公
衆
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
つ

つ
も
、「
当
該
墓
地
の
指
定
の
目
的
の
み
を
も
っ
て
、
基
本
法
八
条
一
項
の
保
護
領
域
が
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
）
22
（
い
」
と
す
る
。
基
本
法

八
条
の
保
護
領
域
を
拡
張
す
る
た
め
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
立
て
た
問
い
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
で
の
判
示
に
基
づ
き
、「
実
際
に
ど
の

程
度
公
衆
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
開
か
れ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
）
23
（

る
。

　
か
か
る
問
い
の
も
と
、
本
件
墓
地
は
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
に
含
ま
れ
る
と
結
論
づ
け
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
件
墓
地
は
、
公
衆
に

も
広
く
周
知
さ
れ
、
責
任
を
負
う
官
署
の
同
意
の
も
と
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
二
〇
一
二
年
二
月
一
三
日
時
点
で
は
少
な
く
と
も
、
一
般

公
衆
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
ら
で
あ
）
24
（
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
集
会
の
自
由
の
主
張
を
認
め
、
諸
規
定

に
対
す
る
違
反
を
否
定
し
た
。

 
⑵
　
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
定

　
さ
ら
に
、
集
会
の
自
由
の
射
程
を
、
国
家
の
管
理
下
に
な
い
私
有
地
に
ま
で
集
会
の
自
由
の
射
程
を
拡
張
す
る
部
会
決
定
も
現
れ
る
。

そ
れ
が
、
二
〇
一
五
年
の
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
）
25
（
定
で
あ
る
。
本
事
案
で
は
、
あ
る
有
限
合
資
会
社
が
所
有
す
る
ニ
ー
ベ
ル
ン

ゲ
ン
広
場
に
お
け
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
）
26
（

ブ
が
問
題
と
な
っ
）
27
（

た
。
部
会
は
、
本
件
広
場
は
私
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
も
、
フ
ラ

ポ
ー
ト
判
決
の
「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
モ
デ
ル
に
従
い
、
本
件
広
場
で
の
集
会
の
自
由
の
適
用
を
認
め
）
28
（
た
。

　
今
日
、
公
道
、
公
共
広
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
、
滞
在
、
出
会
い
、
遊
歩
、
消
費
、
そ
し
て
気
晴
ら
し
の
場
で
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
、
も
し
く
は
私
的
開
発
者
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
運
営
さ
れ
る
場
所
と
い
っ
た
そ
の
他
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
…
…
そ
の
よ
う
な
施
設
の
通
行
用
地
に
つ
い
て
集
会
の
自
由
が
除
外
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
任
意
に
選
ん
だ
集
会
の
場
は
た
し

か
に
私
有
財
産
だ
が
、
同
時
に
公
衆
の
通
行
に
開
か
れ
て
お
り
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
遊
歩
、
滞
在
、
出
会
い
の
場
を
作
り
出
し
て
お
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り
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
モ
デ
ル
に
合
致
し
て
い
）
29
（
る
。

㈢
　
広
す
ぎ
る
射
程
？

　「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
概
念
を
通
し
て
集
会
の
自
由
を
大
き
く
拡
張
し
た
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
は
、
ア
メ
リ
カ
のISKCO

N
 v. 

Lee

判
）
30
（
決
お
よ
び
カ
ナ
ダ
の
判
決
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
を
主
な
着
想
源
と
し

て
い
）
31
（

る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
、
同
法
理
を
超
え
た
集
会
の
自
由
の
拡
張
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
広
す
ぎ
る
射
程
こ
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

が0

批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
か
か
る
主
張
を
行
う
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
（Rudolf Steinberg

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
論
を
仮
に
参
照
し
た
と
し
て
も
、
よ
り
慎
重
な
検
討
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
異
議
申
立
人
の
主
張
を
認
め
る
帰
結
に
は
至
ら
な

か
っ
た
は
ず
だ
、
と
指
摘
す
）
32
（

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
判
決
の
射
程
は
あ
ま
り
に
広
す
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
同
判
決

を
通
し
て
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
主
な
批
判
の
理
由
は
、
以
下
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。

　
ま
ず
、
同
判
決
は
、
空
港
を
「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
認
定
し
た
点
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
を
不
当
に
拡
張
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
の
判
例
に
照
ら
し
て
も
、
空
港
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る

か
に
は
疑
義
が
あ
り
、
先
に
言
及
し
たISKCO

N
 v. Lee

判
決
は
、
空
港
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
認
定
し
て
い
な
い
の
で

あ
）
33
（

る
。
む
し
ろ
同
判
決
で
は
、
空
港
は
「
記
憶
に
な
い
ほ
ど
昔
か
ら
」
表
現
目
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
「
伝
統
」
を
有
す
る
伝
統

的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
管
理
者
に
よ
っ
て
表
現
目
的
に
開
か
れ
た
指
定
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
な
い
と
の
理

由
で
、
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
）
34
（

る
。
同
判
決
の
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
結
論
同
意
意
見
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
認
定
に
つ
い
て
、
類
型
論
で
は
な
く
、
場
の
機
能
と
基
本
的
に
両
立
す
る
か
と
い
う
「
両
立
性
テ
ス
）
35
（
ト
」
に
よ
っ
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
認
定
を
行
お
う
と
し
た
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
に
し
て
も
空
港
が
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
認
定
で
き
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る
か
に
つ
い
て
は
見
解
の
一
致
を
み
て
い
な
）
36
（
い
。

　
次
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
空
港
が
果
た
す
「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
の
機
能
に
着
目
し
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空

港
が
実
際
に
こ
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
と
す
る
。
た
し
か
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
が
立
ち
並
ぶ
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
空
港
は
、「
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
を
謳
っ
て
い
る
が
、
シ
ュ
ル
ッ
ケ
ビ
ー
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
旅
行
客
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
安
全
、
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
圧
倒
的
優
勢
な
目
的
の
た
め
に
開
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
批
判
す
）
37
（

る
。
こ
こ
で
連

邦
憲
法
裁
判
所
が
着
目
す
る
、「
一
般
公
衆
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
」
は
、
空
港
の
法
律
上
定
め
ら
れ
た
目
的
決
定
を
何
ら
変
更
す
る
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
よ
り
狭
く
限
定
的
な
判
示
が
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
の
指
摘
で
あ
る
。
限
定
的
な
判
示
の
一

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
問
題
と
な
る
場
と
当
該
集
会
の
表
現
が
内
容
上
の
連
関
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
に
、
集
会
を
行
う
利

益
を
認
め
る
と
い
う
方
法
を
採
用
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
す
）
38
（
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
自
身
は
具
体
例
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
、

あ
る
私
企
業
に
対
す
る
抗
議
を
行
う
た
め
に
、
当
該
企
業
の
テ
ナ
ン
ト
の
前
で
デ
モ
を
行
う
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
よ
）
39
（

う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
は
、
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
を
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
が
判
示
し
た
よ
う
に
広
げ
て
し
ま
え
ば
、

保
護
領
域
に
含
ま
れ
る
集
会
は
す
べ
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
帰
結
を
招
く
、
と
懸
念
す
）
40
（

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
シ
ュ
タ
イ

ン
ベ
ル
ク
が
示
唆
す
る
の
は
、
飛
行
場
で
の
集
会
禁
止
が
、
集
会
の
自
由
の
「
制
限
」
と
観
念
さ
れ
る
場
合
、
具
体
的
な
危
険
性
が
生
じ

な
い
限
り
は
集
会
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
）
41
（

る
。
果
た
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
自
ら
の
判
示
の
帰
結
を
理
解
し

て
い
た
だ
ろ
う
か
、
と
空
間
的
保
障
の
不
当
な
拡
張
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
判
決
を
実
際
に
執
筆
し
た
マ
ー
ジ
ン
グ
裁
判
官
（Johannes M

asing

）
は
じ
め
、
多
く
の
論
者
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の

背
景
に
は
、「
公
共
空
間
の
私
化
」
と
こ
れ
に
伴
う
集
会
の
自
由
の
空
転
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
次
章
に
譲
る
。
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三
　「
機
能
的
等
価
性
」
へ
の
着
目

㈠
　
公
共
空
間
の
私
化
と
集
会
の
自
由
の
縮
減

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
で
集
会
の
自
由
を
担
当
し
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
を
起
案
し
た
マ
ー
ジ
ン
グ
は
、
同
判
決
は
、「
公
共
空
間

の
私
化
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
進
行
す
る
な
か
で
、
基
本
権
の
十
全
な
保
障
を
行
う
こ
と
を
企
図
）
42
（
し
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
で
は
と
り
わ
け

集
会
の
自
由
に
対
し
こ
れ
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
）
43
（

る
。
も
っ
と
も
、
一
口
に
私
化
と
い
っ
て
も
、
様
々
な
類
型
が
あ
る
。

ま
ず
、
形
式
的
私
化
（form

elle Privatisierung

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
自
身
が
自
ら
の
任
務
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
際
に
、

私
法
上
の
機
構
を
用
い
る
こ
と
を
指
）
44
（
す
。
次
に
、
機
能
的
私
化
（funktionale Privatisierung

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
が
私
人
と
の
契

約
締
結
に
よ
っ
て
任
務
遂
行
を
果
た
す
類
型
で
あ
る
。
加
え
て
、
実
質
的
私
化
（m

aterielle Privatisierung

）
と
い
う
類
型
で
は
、
も
は

や
国
家
は
完
全
に
任
務
遂
行
か
ら
撤
退
し
、
か
つ
て
国
家
に
よ
り
担
わ
れ
て
い
た
任
務
は
私
人
に
委
ね
ら
れ
、
社
会
・
経
済
領
域
に
委
ね

ら
れ
）
45
（

る
。
私
人
は
、
国
家
の
よ
う
に
基
本
権
へ
の
不
干
渉
義
務
は
負
わ
な
い
た
め
、
私
化
に
伴
い
、
基
本
権
保
護
が
縮
減
し
て
い
く
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
一
見
す
る
と
、
私
化
に
伴
う
基
本
権
の
縮
減
は
、
現
実
的
・
事
実
上
の
問
題
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
先
の
シ
ュ
タ
イ

ン
ベ
ル
ク
も
、
集
会
の
場
の
減
少
は
、
実
証
主
義
的
に
（em

pirisch
）
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
お
）
46
（

り
、
そ
の
場
合
、
ど
れ

ほ
ど
私
有
地
を
集
会
の
た
め
に
開
か
せ
る
べ
き
か
は
、
こ
う
し
た
実
証
主
義
的
検
討
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
い
）
47
（
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ー
ジ
ン
グ
は
理
論
的
問
題
に
も
自
覚
的
で
あ
る
。「
他
者
の
管
理
す
る
空
間
で
集
会
を
す
る
権
利
は
存
在
し
な

い
」
と
論
じ
る
従
来
の
論
理
構
成
は
、
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
ら
管
理
権
を
有
し
て
い
な
い
場
所
に
は
選
択
権

が
生
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
私
化
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
の
設
計
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
会
の
自
由
の
行
使
可
能
性
が
限
り
な
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く
ゼ
ロ
に
近
づ
く
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
集
会
の
自
由
を
行
う
権
利
が
存
在
す
る
か
」
と
い
う
、
基
本
法
八
条
の
保

障
内
容
を
問
う
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
選
択
権
の
及
ぶ
範
囲
を
地
理
的
に
広
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
論

証
の
方
法
を
新
た
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
、「
法
律
に
よ
っ
て
集
会
の
自
由
の
空
間
的
保
護
領

域
が
決
定
さ
れ
る
」
と
い
う
説
明
か
ら
、「
法
律
に
よ
っ
て
集
会
の
自
由
の
保
障
内
容
に
対
し
て
干
渉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
説

明
へ
の
移
行
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ー
ジ
ン
グ
は
、
こ
う
し
た
理
論
的
問
題
に
つ
き
、
集
会
の
自
由
の
保
障
内
容
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
を
図
）
48
（
る
。
マ
ー
ジ
ン
グ

に
よ
れ
ば
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
は
、
一
方
で
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
権
利
の
射
程
を
、
公
共
の
利
益
と
私
的
利
益
の
単
な
る
衡
量
問

題
へ
の
還
元
に
と
ど
め
ず
、
集
会
の
自
由
の
保
障
内
容
の
問
題
へ
の
置
き
換
え
を
行
う
こ
と
で
、
こ
の
理
論
的
問
題
に
対
処
し
）
49
（
た
。
他
方

で
、
従
前
の
判
断
と
異
な
）
50
（
り
、
私
法
秩
序
の
公
法
秩
序
に
対
す
る
優
位
を
否
定
す
る
こ
と
も
行
っ
た
、
と
い
う
。
こ
れ
を
行
う
た
め
に
連

邦
憲
法
裁
判
所
は
「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
場
の
事
実
上
の
使
用
状
況
に
着
目
し
た
基
準
（tatsächliche Kriterien

）
を
用
い
た

の
で
あ
）
51
（

る
。

㈡
　
着
想
源
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

　
マ
ー
ジ
ン
グ
の
集
会
の
自
由
の
拡
張
は
、「
国
際
的
展
開
と
の
接
合
可
能
性
」
と
い
う
項
目
で
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
理
が
着
想
源
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
私
化
と
集
会
の
自
由
の
保
障
と
い
う
論
点
に
関
し
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
判
決
に
加

え
、
国
家
が
管
理
す
る
空
港
が
問
題
と
な
っ
たISKCO

N
 v. Lee

判
決
を
参
照
し
、
結
論
に
お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
が

決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
述
べ
）
52
（
る
。

　
も
っ
と
も
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
が
指
摘
し
て
い
た
と
お
り
、
私
有
地
で
の
集
会
に
関
し
て
着
目
す
べ
き
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
論
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
ド
イ
ツ
学
説
は
、
私
有
地
で
の
集
会
を
認
め
た
諸
判
決
と
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
着
目
し
て
い
る
。
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1　

判
例
法
理
に
お
け
る
「
機
能
的
等
価
性
」
メ
ル
ク
マ
ー
ル

　
こ
こ
で
着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
のLogan Valley

判
決
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
機
能
的
等
価
性
」
と
呼
ば
れ
る
概
念
で
あ

る
。
集
会
法
を
専
門
的
に
研
究
す
る
憲
法
学
者
か
ら
成
る
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
（Arbeitskreis Versam

m
lungsrecht

）
も
ま
た
、「
機
能

的
等
価
性
」
に
着
目
す
る
論
者
た
ち
で
あ
る
。
集
会
法
研
究
サ
ー
ク
ル
は
、
二
〇
一
一
年
に
発
表
し
た
集
会
法
模
範
草
案

（M
usterentw

urf eines Versam
m
lungsgeset

）
53
（zes

）
二
一
条
に
お
い
て
私
有
地
の
所
有
者
の
同
意
の
な
い
集
会
を
認
め
る
規
定
を
提
案
し
て

い
る
が
、
そ
の
際
に
私
有
地
も
公
的
主
体
が
管
理
す
る
公
共
空
間
と
同
様
に
民
主
的
機
能
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
）
54
（
る
。

 
⑴
　Logan Valley
判
決
に
お
け
る
通
行
機
能
へ
の
着
目

　
私
有
地
で
集
会
を
認
め
る
際
の
根
拠
づ
け
と
し
て
「
機
能
的
等
価
性
」
が
は
じ
め
て
判
示
さ
れ
た
の
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

の
デ
モ
活
動
が
問
題
と
な
っ
たLogan Valley

判
）
55
（
決
で
あ
る
。
本
判
決
で
は
、
企
業
に
よ
っ
て
全
自
治
体
が
管
理
さ
れ
て
い
た
会
社
町

で
の
修
正
一
条
上
の
権
利
の
行
使
を
保
護
し
た
先
例
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
、
自
治
体
の
交
通
用
地
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
を

機
能
的
に
等
価
で
あ
る
と
判
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
デ
モ
行
為
を
保
護
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
本
判
決
で
示
さ
れ
た
「
機
能
的

等
価
性
」
理
解
に
対
し
て
は
、
自
治
体
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
の
一
小
売
店
が
「
機
能
的
に
等
価
」
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
は
理
解
し

が
た
い
と
の
理
由
で
現
在
ま
で
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
い
う
「
機
能
的
等
価
性
」
と
は
、
人
々
の
自
由
な
往
来
に
開
か
れ

て
お
り
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
等
価
性
を
見
出
す
も
の
で
あ
）
56
（
る
。

 
⑵
　
機
能
に
基
づ
く
「
公
共
性
」
理
解

　
国
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
従
来
の
公
共
空
間
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
下
で
、「
機
能
的
等
価
性
」
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
参
照
す
る
こ

と
は
、「
公
共
性
」
理
解
の
修
正
を
も
た
ら
す
。
従
来
、
集
会
の
自
由
は
、
私
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
、「
私
的
空
間
」
の
対
抗
概
念
で

あ
る
「
公
共
空
間
」
に
限
り
適
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
「
公
的
」「
私
的
」
の
二
分
法
は
長
い
伝
統
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
学
説
は
近

時
異
な
る
観
点
か
ら
公
共
空
間
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
観
点
と
は
、
通
行
機
能
（Verkehrsfunktion

）、
す
な
わ
ち
「
公
衆
の
ア
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ク
セ
ス
可
能
性
（allgem

eine öffentliche Zugänglichkeit

）」
で
あ
）
57
（
る
。

　
通
行
機
能
へ
の
着
目
を
通
し
、
人
々
が
自
由
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
私
有
地
は
、
国
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
き
た
空
間
と
同
じ
く
、

「
公
共
空
間
」
に
分
類
さ
れ
る
。
国
家
が
管
理
す
る
公
道
や
公
共
の
場
は
、
通
行
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
人
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。
通
行
目
的
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
一
般
的
公
共
性
（allgem

eine Ö
ffentlichkeit

）」
を
も

た
ら
）
58
（

す
。
こ
う
し
た
一
般
的
公
共
性
が
存
在
す
る
場
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
る
（「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
通
行
」
の
創

出
）
59
（

）。
し
た
が
っ
て
、
通
行
に
伴
う
一
般
的
公
共
性
が
認
め
ら
れ
る
場
で
は
、
集
会
が
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
管
理
す
る

主
体
が
国
家
で
あ
る
か
私
人
で
あ
る
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
）
60
（

る
。
従
来
の
公
共
性
理
解
に
よ
れ
ば
、
私
化
さ
れ
た
公
共
空
間
は
依

然
と
し
て
「
私
的
空
間
」
と
判
断
さ
れ
る
が
、
集
会
法
模
範
草
案
は
、
通
行
に
結
び
付
い
た
「
公
共
性
」
理
解
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
こ

う
し
た
場
も
ま
た
公
共
空
間
で
あ
る
と
初
め
て
明
ら
か
に
し
）
61
（
た
。

2　

憲
法
学
へ
の
導
入

　
も
っ
と
も
、「
機
能
的
等
価
性
」
の
み
を
論
拠
と
し
て
、
集
会
を
私
有
地
で
実
施
さ
せ
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ
る
。「
機
能
的
等
価
性
」

は
、
私
有
地
へ
の
集
会
の
自
由
の
適
用
が
十
分
に
説
明
さ
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
に
加
え
、
所
有
者
の
財
産
権
の
制
約
を
正
当
化
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
問
に
十
分
に
応
答
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。「
機
能
的
等
価
性
」
へ
の
着
目
は
、
問

題
認
識
の
出
発
点
と
な
り
得
て
も
、
規
範
的
正
当
化
に
お
け
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
憲
法

学
が
、
い
か
な
る
切
り
口
で
「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
」
の
問
題
に
接
近
し
て
い
る
の
か
を
参
照
し
て
い
く
。
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四
　
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性

　
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
憲
法
的
保
護
を
め
ぐ
っ
て
は
、
防
御
権
と
し
て
の
集
会
の
自
由
に
焦
点
を
当
て
る
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、

客
観
法
的
側
面
か
ら
集
会
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
、
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
が
存
在
す
る
。
同
じ
論
者
に
お
い
て
も
両
ア
プ
ロ
ー
チ
を
並
立

し
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
両
者
は
必
ず
し
も
排
斥
し
あ
う
関
係
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

　
以
下
で
は
、
ま
ず
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
を
概
観
す
る
。
防
御
権
と
し
て
の
基
本
権
の
機
能
は
、
最
も
伝
統
的
か
つ
支
配
的
で
あ
る
と
さ

れ
て
き
）
62
（
た
。
こ
の
意
味
で
、
集
会
の
自
由
が
持
つ
、
防
御
権
的
内
実
を
十
分
に
く
み
取
る
意
義
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

㈠
　「
自
然
的
自
由
」
と
し
て
の
「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
」

1　
「
集
ま
る
」
自
由
か
ら
の
出
発

　
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
も
そ
も
私
有
地
で
の
集
会
を
防
御
権
と
し
て
構
成
し
う
る
の
か
、
と
い
う
点
で

あ
る
。「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
」
が
防
御
権
と
さ
れ
る
場
合
、
空
間
の
使
用
禁
止
を
、
例
外
的
な
場
合
に
の
み
、
正
当
化
可
能
な
介
入

（Eingriff

）
と
し
て
構
成
す
る
道
を
開
）
63
（
く
。
し
か
し
、
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
の
前
提
と
し
て
の
「
自
然
的
自
由
」
を
「
他
者
の
提
供
す
る

前
提
条
件
な
し
に
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
な
自
由
」
と
し
て
理
解
す
る
場
合
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
は
、
問
題
と
な
る
場
を
開
く
の
は

他
者
で
あ
る
た
め
に
自
然
的
な
自
由
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
に
対
し
、
私
有
地
で
の
集
会
の
保
護
を
試
み
る
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
（M

artin Prothm
ann

）
は
、
こ
う
し
た
字
義
通
り
の
「
自
然
的

自
由
」
理
解
を
斥
け
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
が
ま
ず
挙
げ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
的
自
由
理
解
は
、「
歴
史
に
そ
ぐ

わ
な
い
抽
象
化
」
で
あ
り
説
得
性
を
欠
く
点
で
あ
）
64
（
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
上
、
個
人
の
自
由
が
、
国
家
に
よ
る
保
障
、
保
全
、
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規
格
化
な
し
に
そ
の
形
象
お
よ
び
現
実
性
を
獲
得
し
た
こ
と
は
一
度
と
し
て
な
く
、
素
朴
な
意
味
で
の
「
自
然
か
ら
（von N

atur aus

）」

自
由
が
現
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
、
も
し
仮
に
先
の
理
解
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
自
由
は
国
家
に
よ
る
前
提
条
件
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
遊
歩
道
で
「
ほ
っ
つ
き
歩
く
（Bum

m
eln

）」
こ
と
で
さ
え
、
国
家
が

開
い
た
遊
歩
道
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
な
り
、
自
然
的
自
由
と
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
）
65
（
す
。

2　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
批
判

　
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
論
者
は
、
以
上
の
認
識
の
も
と
、
同
じ
く
防
御
権
的
構
成
を
採
用
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ

カ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
を
批
判
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
場
を
使
用

す
る
局
面
に
お
い
て
、
広
く
参
照
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ウ
ル
リ
ヒ
（N

orbert U
llrich

）
に
よ
れ
ば
、
集
会
の
場
の
自
己
決
定
権
の
保

障
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
同
法
理
は
不
十
分
で
あ
り
、
端
的
に
こ
う
し
た
法
理
の
適
用
を
放
棄
す
べ
き
で
あ
）
66
（
る
。
様
々
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

区
別
し
分
類
す
る
同
法
理
の
問
題
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
問
題
と
な
る
場
が
ど
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
分
類
さ
れ
る
の
か
（
伝
統
的

か
、
指
定
的
か
、
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
）
と
い
っ
た
適
用
上
の
問
題
を
生
み
出
す
点
で
あ
）
67
（
る
。
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
と

し
て
、
意
見
表
明
の
自
由
、
集
会
の
自
由
を
容
易
に
縮
減
さ
せ
る
お
そ
れ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ウ
ル
リ
ヒ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
学
者
で
あ

る
ジ
ッ
ク
（Tim

othy Z

）
68
（ick

）
の
業
績
を
引
用
し
つ
つ
、
同
法
理
が
、「
意
見
表
明
の
自
由
と
い
う
基
本
権
で
は
な
く
、
一
方
で
は
、
そ
の

存
在
が
想
定
さ
れ
る
伝
統
（Traditionen

）、
そ
し
て
他
方
で
は
、
当
該
場
を
意
見
表
明
の
た
め
に
開
く
と
い
う
、
国
家
の
決
定

（staatliche Entscheidungen

）
を
議
論
の
出
発
点
と
し
て
い
る
」
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
）
69
（

る
。
ウ
ル
リ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
、
集
会
の

場
の
選
択
に
関
す
る
自
己
決
定
権
か
ら
議
論
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
集
ま
る
（Sich-Versam

m
eln

）」
こ
と
は
自
由
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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㈡
　「
機
能
的
等
価
性
」
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
保
護
領
域
の
拡
張
？

　
も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
場
に
つ
い
て
こ
う
し
た
自
由
な
選
択
を
認
め
る
こ
と
に
は
、
抑
制
的
な
見
解
が
多
い
。
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
も
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
リ
ア
を
除
き
、
公
衆
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
場
に
限
り
集
会
の
自
由
を
適
用
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
判
示
を
参
照
し
、

公
衆
の
通
行
機
能
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
可
能
性
と
い
う
機
能
を
持
つ
場
に
限
り
、
場
の
選
択
権
が
及
ぶ
空
間
的
保
護
領
域
を
拡
張
し
よ
う
と

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
唱
さ
れ
る
。
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
す
る
の
は
、
私
有
地
で
の
集
会
の
保
護
を
提
唱
し
た
集
会
法
模
範
草
案

の
執
筆
に
も
携
わ
っ
た
、
エ
ン
ダ
ー
ス
（Christoph Enders

）
で
あ
る
。
エ
ン
ダ
ー
ス
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
を
敷
衍
し
つ
つ
、
基
本
法

八
条
は
た
だ
集
会
を
行
う
こ
と
を
保
障
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
公
衆
へ
の
働
き
か
け

0

0

0

0

0

0

0

0

（Einw
irken

）
を
も
保
障
す
る
と
述
べ
る
。
集

会
の
自
由
を
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
身
体
を
媒
体
と
し
た
、
空
間
を
占
拠
す
る
プ
ロ
セ
ス
（körperlich verm

ittelter, 

raum
greifender Vorgang

）
を
必
要
と
し
、
こ
れ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
個
人
に
帰
属
す
る
使
用
権
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
に
と
っ
て
開
か
れ
た
公
衆
の
ア
ク
セ
ス
可
能
な
活
動
領
域
が
必
要
で
あ
）
70
（

る
。
し
か
し
、
財
産
制
度
に
よ
っ
て
そ
の
多
く
が
構
成
さ
れ

て
い
る
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
集
会
の
自
由
は
全
く
も
っ
て
す
べ
て
の
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
届
け
出
や
許
可

な
し
に
「
集
ま
る
」
こ
と
は
、
私
法
上
の
権
限
が
存
在
す
る
場
合
を
別
と
し
て
、
公
衆
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
と
い
う
不
文
の
構
成
要
件
を

前
提
と
し
て
い
）
71
（

る
。
こ
の
よ
う
な
公
衆
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
は
、
公
共
性
と
表
現
さ
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
公
衆
の
ア
ク
セ
ス
可
能

性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
の
拡
張
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、「
場
の
公
共
性
」
は
中
心
的
問
題
と
な
）
72
（
る
。

　
以
上
の
見
解
は
、
法
律
お
よ
び
そ
の
他
の
利
用
規
則
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場
の
使
用
目
的
で
は
な
く
、
事
実
上
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
に

依
拠
し
て
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
を
拡
張
す
る
立
場
と
整
理
で
き
る
。
同
様
に
、
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
は
、
防
御
権
の
成
立
可
能
性
を
二
段

階
で
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
、
公
共
空
間
の
新
た
な
創
出
は
請
求
権
的
に
構
成
す
る
べ
き
だ
が
、
ひ
と
た
び
こ
の
よ
う
な
公
共
空
間
が
開
か

れ
た
場
合
は
、
こ
の
場
所
を
集
会
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
は
「
自
然
的
自
由
」
の
制
約
と
し
て
の
防
御
権
的
構
成
が
可
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能
で
あ
る
と
い
）
73
（
う
。

㈢
　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
保
護
領
域
の
拡
張
？

　
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
と
そ
れ
を
支
持
す
る
学
説
は
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
を
拡

張
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
の
確
定
に
つ
き
、
よ
り
拡
張
的
な
解
釈
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ク
リ

ゾ
ー
ア
‐
ヴ
ィ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
（Katharina Krisor-W

ietfeld

）
は
、
こ
の
こ
と
を
主
張
す
る
際
に
、
一
つ
の
問
い
を
提
起
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
は
、
単
に
集
会
の
自
由
の
空
間
的
保
護
領
域
（der räum

liche Schutzbereich

）
の
一
部
を
構
成
す

る
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
イ
コ
ー
ル
集
会
の
自
由
の
空
間
的
保
護
領
域
な
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ

る
）
74
（

。
前
者
は
、
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
が
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
部
分
的
に
重
な
り
あ
い
交
差
す
る
と
同
時
に
こ
れ
以
外
の
場

所
も
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
後
者
は
、
空
間
的
保
護
領
域
と
「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
間
に
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味

す
）
75
（

る
。

　
以
上
の
問
い
の
も
と
、
ク
リ
ゾ
ー
ア
‐
ヴ
ィ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
事
実
上
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
を
超
え
て
あ
ら
ゆ
る
空
間
を
、
集
会
の

自
由
の
一
応
の
（prim

a facie

）
空
間
的
保
護
領
域
と
し
て
認
め
る
可
能
性
を
説
く
。
ク
リ
ゾ
ー
ア
‐
ヴ
ィ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
か
ら
み
れ
ば
、

集
会
の
自
由
は
公
物
指
定
や
所
有
者
の
民
法
上
の
財
産
権
に
先
立
つ
自
然
的
自
由
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
基
本
権
の
制
約
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
か
か
る
広
範
な
拡
張
に
は
批
判
が
想
定
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
の
審
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ

と
異
な
り
、
制
限
の
該
当
性
を
も
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
保
護
領
域
を
広
げ
た
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

認
め
る
帰
結
は
生
じ
な
い
と
し
て
い
）
76
（
る
。

　
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
を
あ
ら
ゆ
る
場
に
拡
張
で
き
る
と
す
れ
ば
、「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
は
、
集
会
の
自
由
の
保
護
領
域
の

部
分
集
合
（Teilm

enge

）
に
す
ぎ
ず
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
が
行
っ
た
よ
う
に
「
こ
の
場
は
『
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
で
あ
る
」
と
す
る
こ
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と
は
、
法
的
に
は
宣
言
的
性
格
（deklaratorischer Charakter

）
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
）
77
（
る
。

㈣
　
請
求
権
の
導
出
？

　
以
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
広
狭
は
あ
れ
ど
、
保
護
領
域
を
確
定
す
る
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
私
有
地
に
お
け
る

集
会
は
、
防
御
権
で
は
な
く
、
請
求
権
と
し
て
構
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
も
生
じ
う
る
。
防
御
権
的
構
成
を
追
求
す
る
場
合

に
は
、
私
有
地
で
の
集
会
は
「
自
然
的
自
由
」
と
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
）
78
（

ず
、
私
有
地
で
集
会
を
行
う
こ
と
は
、
一
方
で
、
市
民
が
た
だ
自

然
的
自
由
と
し
て
「
集
ま
る
」
側
面
を
持
つ
と
同
時
に
、
他
者
が
管
理
す
る
空
間
を
集
会
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
側
面
も
併

せ
持
つ
か
ら
で
あ
）
79
（

る
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
防
御
権
的
構
成
と
そ
れ
に
伴
う
保
護
領
域
の
拡
張
を
詳
細
に
論
じ
る
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
も

―
予
備
的
考
察
と
し

て

―
請
求
権
が
生
じ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
は
、
請
求
権
に
つ
い
て
判
断
を
行
っ
た
初
期
の
判
決
で
あ
る
、
第
一
次
入

学
定
数
制
判
）
80
（

決
を
参
照
し
、
請
求
権
は
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
、
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
本
源
的
請
求
権
（originärer Leistungsanspruch

）

と
派
生
的
請
求
権
（derivativer Leistungsanspruch
）
で
あ
る
。
前
者
は
、
新
た
な
制
度
の
創
設
を
請
求
す
る
権
利
で
あ
り
、
後
者
は
、

既
存
の
制
度
へ
の
平
等
な
参
与
を
求
め
る
権
利
を
指
す
。

　
こ
う
し
た
理
解
を
前
提
と
し
、
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
は
、
集
会
の
た
め
に
私
有
地
の
使
用
を
請
求
す
る
権
利
は
、
本
源
的
請
求
権
と
整
理
さ

れ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
派
生
的
請
求
権
な
の
か
、
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。
一
見
、
派
生
的
請
求
権
の
成
立
可
能
性
は
肯
定
で
き

そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
広
く
公
衆
の
自
由
な
使
用
目
的
に
開
か
れ
て
い
る
場
に
お
い
て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
を
排
除

す
る
点
で
不
平
等
取
り
扱
い
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
）
81
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
は
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
を
さ
せ
る
と

い
う
給
付
制
度
が
存
在
し
な
い
以
上
、
集
会
目
的
で
の
場
の
使
用
権
は
、
本
源
的
請
求
権
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
）
82
（

る
。

　
第
一
次
入
学
定
数
制
判
決
に
依
拠
す
る
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
本
源
的
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
究
極
的
・
例
外
的
事
例
に
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限
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
基
本
法
上
の
自
由
を
実
現
す
る
た
め
の
初
歩
的
な
前
提
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
②
請
求
権
が
認
め
ら
れ
な

け
れ
ば
、
特
定
の
基
本
権
の
意
義
が
失
わ
れ
、
そ
の
「
麻
痺
」
が
生
じ
る
場
合
、
で
あ
）
83
（

る
。
そ
の
う
え
で
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
と
い

う
論
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
古
典
的
な
公
共
空
間
で
あ
る
、
公
道
、
公
共
広
場
、

公
園
な
ど
の
場
は
、
い
ま
だ
に
民
主
政
に
適
し
た
場
と
し
て
支
配
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
私
有
地
で
の
集
会
の
実
施
を
禁
止

し
た
と
し
て
も
、
集
会
の
自
由
と
い
う
基
本
権
が
空
転
し
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
）
84
（

る
。
同
様
の
主
張
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の

シ
ュ
ル
ッ
ケ
ビ
ー
ア
裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見
で
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

㈤
　
小
　
括

　
以
上
に
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
学
説
を
概
観
し
て
き
た
が
、
私
有
地
で
の
集
会
の
自
由
を
保
護
す
る
に
あ
た
り
、
保
護
領
域

の
拡
張
範
囲
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
ま
た
、
予
備
的
に
請
求
権
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
も
、
本
源
的
請
求
権
と
し
て
の
保
護
を
導

き
出
す
こ
と
に
は
否
定
的
な
見
解
が
多
い
。
そ
こ
で
多
く
の
論
者
は
、
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
な
ら
ず
、
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
も
併
せ

て
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
次
章
で
は
、
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
の
見
解
を
参
照
す
る
。

五
　
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性

　
多
く
の
論
者
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の
説
示
を
参
照
し
な
が
ら
、
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
と
併
せ
て
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
の
成
立
可
能
性

を
説
く
。
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
で
は
、
傍
論
に
お
い
て
、「
私
人
が
基
本
権
の
間
接
的
効
力
を
う
け
る
限
り
で
」
集
会
の
自
由
の
適
用
を
認

め
て
い
た
。

　
私
人
間
で
の
基
本
権
の
適
用
は
、「
基
本
権
の
第
三
者
効
力
（die D

rittw
irkung der G

rundrechte

）」
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
果
た
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し
て
間
接
的
な
第
三
者
効
力
が
成
立
す
る
か
（「O

b

」）
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
で
は
リ
ュ
ー
ト
判
）
85
（
決
以
降
、
疑
い
の
な
い
も
の
と
さ
れ
て
き

た
。
問
題
は
、
ど
の
程
度
集
会
の
自
由
が
主
張
さ
れ
う
る
の
か
（「W

ie

」）、
で
あ
る
。

　
私
人
間
の
間
接
的
基
本
権
拘
束
の
根
拠
に
つ
い
て
も
争
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
基
本
権
の
客
観
的
側
面
か
ら
理
由
づ
け
る
見
解
も
あ

れ
ば
、
保
護
義
務
か
ら
説
明
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
し
、
そ
の
際
の
衡

量
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

㈠
　
草
案
に
お
け
る
衡
量
問
題

　
ド
イ
ツ
の
学
者
た
ち
は
、
財
産
権
と
集
会
の
自
由
の
衡
量
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
草
案
を
提
示
す
る
こ
と
で
そ
の
調
整
を
試
み
て
い
る
。

そ
の
代
表
格
が
、
先
に
言
及
し
た
集
会
法
模
範
草
案
で
あ
る
。
そ
の
二
一
条
一
項
は
、「
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
私
有
地
の
う
ち
、

一
般
公
衆
に
開
か
れ
た
場
に
お
い
て
は
、
所
有
者
の
同
意
な
し
に
公
開
の
集
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
て
い
）
86
（
る
。

　
も
っ
と
も
、
集
会
法
模
範
草
案
に
対
し
て
は
、
批
判
と
そ
れ
に
基
づ
く
対
案
が
各
論
者
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
は
、

集
会
法
模
範
草
案
二
一
条
は
た
し
か
に
明
確
か
つ
簡
潔
な
規
定
で
あ
る
が
、
両
基
本
権
の
衝
突
の
調
停
と
い
う
任
務
を
果
た
し
て
い
な
い

と
批
判
す
）
87
（
る
。
そ
こ
で
、「
果
た
し
て
私
有
地
で
の
集
会
が
認
め
ら
れ
る
か
（O

b

）」
の
み
な
ら
ず
、「
ど
の
よ
う
な
場
合
に
保
護
さ
れ
る

の
か
（W

ie

）」
も
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

　「
Ｘ
Ｙ
条
：
私
人
所
有
の
公
共
空
間
に
お
け
る
集
会
の
実
施
」
と
題
す
る
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
に
よ
る
対
案
は
、「
私
人
所
有
の
公
共
空
間
に

お
い
て
、
集
会
は
、
集
会
の
場
と
テ
ー
マ
の
間
に
密
接
な
関
連
性
が
存
在
す
る
場
合
で
、
当
該
場
の
安
全
性
お
よ
び
機
能
に
具
体
的
で
重

大
な
危
険
性
を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
に
限
り
、
所
有
者
の
同
意
な
し
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
）
88
（
る
。
同
様
の
規
定
は
、
ゴ
ル
ニ

ク
（Andreas G

ornik

）
か
ら
も
提
案
さ
れ
て
い
る
ほ
）
89
（

か
、
ク
リ
ゾ
ー
ア
‐
ヴ
ィ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
に
よ
る
対
案
も
、「
国
家
が
管
理
す
る
代

替
的
な
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
利
用
で
き
る
場
合
に
は
、
自
ら
の
空
間
を
集
会
の
場
と
し
て
使
用
の
禁
止
が
正
当
化
さ
れ
る
」
と
し
、
そ
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の
代
替
性
は
「
大
き
さ
、
集
会
の
テ
ー
マ
と
の
連
関
性
、
そ
し
て
そ
の
場
を
使
用
す
る
こ
と
で
期
待
で
き
る
公
衆
へ
の
影
響
力
お
よ
び
到

達
可
能
性
」
を
考
慮
し
て
決
せ
ら
れ
る
、
と
規
定
し
て
い
）
90
（

る
。

㈡
　
場
と
の
連
関
性
は
必
要
的
か
？

1　

基
準
定
立
の
必
要
性

　
多
く
の
論
者
は
、
私
有
地
で
集
会
を
認
め
る
た
め
の
草
案
の
な
か
で
、
安
全
と
い
う
要
件
の
ほ
）
91
（

か
、
集
会
の
場
と
内
容
と
の
連
関
性
を

要
求
し
て
い
る
。
こ
の
「
連
関
性
」
と
は
何
を
指
し
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
。

　
ア
メ
リ
カ
法
と
の
比
較
を
行
う
ジ
ョ
イ
テ
（M

ax Joite

）
に
よ
れ
ば
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
と
財
産
権
の
衡
量
に
お
い
て
は
、

一
貫
し
な
い
判
断
を
避
け
、
法
的
安
定
性
を
獲
得
す
る
た
め
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
。
ジ
ョ
イ
テ
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
私

有
地
が
問
題
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
一
貫
し
な
い
諸
判
決
を
参
照
し
な
が
ら
、
財
産
権
と
集
会
の
自
由
の
調
整
は
極
め
て
広
範
な
「
評
価

の
余
地
（W

ertungsspielräum
e

）」
を
も
た
ら
し
、
論
争
誘
発
的
な
判
断
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
不
安
定
性
を
解
消

す
る
た
め
に
、「
実
践
的
整
合
（praktische Konkordanz

）」
の
た
め
の
基
準
を
定
立
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
述
べ
）
92
（
る
。

2　

基
準
と
し
て
の
表
現
内
容
と
の
連
関
性

　
集
会
の
表
現
内
容
と
場
の
連
関
性
は
、
財
産
権
と
集
会
の
自
由
の
衡
量
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
実
践
的
整
合
の
基
準
と
し
て
提
唱
さ
れ

る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
考
慮
要
素
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。

　
こ
の
点
に
つ
き
、
ヴ
ェ
ン
ト
（H

enning W
endt

）
は
、
問
題
と
な
る
集
会
と
集
会
の
場
と
し
て
選
択
さ
れ
た
私
有
地
の
間
に
内
容
上

の
連
関
性
（Zusam

m
enhang

）
が
存
在
す
る
場
合
は
、
国
家
が
管
理
す
る
公
共
空
間
で
は
集
会
の
目
的
が
同
程
度
に
達
成
さ
れ
な
い
た

め
、
私
有
地
の
所
有
者
に
特
別
の
負
担
を
課
す
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
、
と
い
う
。
ヴ
ェ
ン
ト
は
こ
の
主
張
を
行
う
に
あ
た
り
、
ア
メ
リ
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カ
連
邦
最
高
裁
の
諸
判
例
を
参
照
し
、
一
見
す
る
と
首
尾
一
貫
し
な
い
こ
れ
ら
の
判
示
を
、
財
産
権
と
集
会
の
自
由
の
実
践
的
整
合
と
い

う
枠
組
み
か
ら
整
合
的
に
理
解
し
、
ド
イ
ツ
法
へ
の
転
用
可
能
性
を
探
）
93
（

る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
集
会
が
問
題
と
な
っ
た

Logan Valley

判
決
は
「
機
能
的
等
価
性
」
か
ら
集
会
を
保
護
し
た
が
、
続
くLloyd

判
決
は
、
集
会
の
場
と
何
ら
関
係
の
な
い
抗
議
活

動
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
集
会
の
保
護
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
判
決
を
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
法
を
参
照
す
る

う
え
で
は
一
つ
の
問
題
と
な
）
94
（

る
。

　
ア
メ
リ
カ
法
の
転
用
を
試
み
る
ヴ
ェ
ン
ト
は
、「
機
能
的
等
価
性
」
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
基
本
法
八
条
の
保
護
領
域
を
拡
張
し
た

う
え
で
、
衡
量
の
段
階
で
、
私
有
地
と
集
会
の
目
的
と
の
間
の
連
関
性
を
要
請
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
国
家
が
管

理
す
る
公
道
や
公
共
広
場
な
ど
の
古
典
的
な
公
共
空
間
が
い
ま
だ
存
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
私
有
地
で
集
会
を
行
う
利
益
が
強
く
認
め

ら
れ
る
場
合
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、
他
に
「
適
切
な
代
替
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
存
在
し
な
い
場
合
」
で
あ
り
、
問
題
と
な
る

場
と
表
現
内
容
に
内
容
上
の
連
関
性
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
）
95
（
る
。Logan Valley

判
決
の
よ
う
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の
事
業

者
に
対
す
る
デ
モ
が
行
わ
れ
る
場
合
が
、
こ
れ
に
該
当
し
よ
）
96
（

う
。
た
し
か
に
、
事
業
者
に
対
す
る
デ
モ
を
、
事
業
者
自
身
に
受
忍
さ
せ
る

こ
と
は
と
り
わ
け
重
い
負
担
と
な
り
う
る
。
し
か
し
、
公
有
地
で
は
同
程
度
に
集
会
の
目
的
が
達
成
し
え
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
当
該
場

と
集
会
の
テ
ー
マ
に
密
接
な
連
関
性
が
あ
る
場
合
に
は
財
産
権
の
制
約
が
正
当
化
さ
れ
う
る
。
同
じ
く
自
ら
の
草
案
に
お
い
て
こ
の
よ
う

な
要
請
を
求
め
る
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
は
、
こ
れ
を
「
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
」
の
具
体
化
と
し
て
説
明
し
て
い
）
97
（
る
。

3　

補
完
的
な
自
由
へ
の
批
判

　
ヴ
ェ
ン
ト
は
、「
機
能
的
等
価
性
」
に
も
と
づ
く
保
護
領
域
の
拡
張
を
行
っ
た
う
え
で
、
集
会
の
自
由
と
財
産
権
の
調
整
の
際
の
基
準

と
し
て
、
表
現
内
容
と
場
の
連
関
性
を
求
め
て
い
た
。
か
か
る
要
請
は
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
整
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
は
資
す
る
が
、

こ
れ
を
実
践
的
整
合
の
準
則
と
し
て
採
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
批
判
的
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
（Sebastian Schulenberg

）
は
、
ヴ
ェ
ン
ト
の
主
張
は
、
他
者
の
管
理
す
る
場
へ
の
請
求
権

を
、
い
わ
ば
補
完
的
（subsidiär

）
に
の
み
認
め
る
点
で
、
矛
盾
を
抱
え
る
と
批
判
す
）
98
（

る
。
も
し
あ
る
私
有
地
が
公
衆
の
通
行
に
開
か
れ

て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
モ
デ
ル
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
、
公
有
地
と
私
有
地
が
共
有
す
る
機
能
的
同
等
性

（funktionale G
leichheit

）
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
当
該
土
地
を
、
自
ら
の
関
心
事
の
た
め
に
用
い
、
集
会
の
自
由
の
行
使
の
た
め
に
用

い
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
有
地
が
集
会
の
テ
ー
マ
と
連
関
性
を
有
す
る
場
合
に
の
み
集
会
の

自
由
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
、
補
完
的
な
請
求
権
が
成
立
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
場
の
持
つ
機
能
的
な
側
面

に
着
目
す
る
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
）
99
（

か
。
こ
の
こ
と
が
ま
さ
に
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
問
題
と
な
る
私
有
地
が
集
会
の

テ
ー
マ
と
全
く
関
連
し
て
い
な
い
が
、
多
く
の
人
が
通
り
か
か
る
（frequentieren

）
場
所
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
み
に
よ
っ
て
集
会
の

主
催
者
が
こ
の
場
を
選
択
し
た
場
合
で
あ
）
100
（
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
表
現
内
容
と
場
の
連
関
性
の
要
請
を
排
除
す
る
べ
き
で
あ
る

と
主
張
す
る
。

4　

小　

括

　
私
有
地
に
お
け
る
集
会
で
問
題
と
な
る
財
産
権
と
集
会
の
自
由
の
衡
量
に
お
い
て
、
場
と
表
現
内
容
の
連
関
を
、
衡
量
の
準
則
と
し
て

定
立
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
参
照
し
た
。
こ
の
準
則
は
判
）
101
（
例
お
よ
び
本
稿
で
紹
介
し
た
学
説
を
は
じ
め
広
く
採
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
一
方
で
、
公
衆
へ
の
働
き
か
け
を
保
護
す
る
と
述
べ
な
が
ら
、
他
方
で
、
補
完
的
に
の
み

私
有
地
で
の
集
会
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
判
例
・
学
説
を
批
判
す
る
見
解
は
、

―
今
後
詳
細
に
検
討
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

が

―
現
状
で
は
少
数
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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六
　
む
す
び
に
か
え
て

―
実
質
的
私
化
と
い
う
難
問

　
本
稿
で
は
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
の
保
障
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
採
用
し
う
る
理
論

構
成
を
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
と
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
け
、
集
会
の
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
「
場
」
の
拡
張
可
能
性
を
検
討
し
た
。

　
一
方
で
、
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
集
ま
る
」
と
い
う
行
為
を
自
然
的
行
為
と
し
て
構
成
し
、
私
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
場
で
あ
る

私
有
地
で
の
防
御
権
の
成
立
可
能
性
を
説
い
た
。
も
っ
と
も
、
同
ア
プ
ロ
ー
チ
の
な
か
で
も
拡
張
が
行
わ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
争
い
が

あ
る
。
本
稿
で
も
概
観
し
た
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
依
拠
し
な
が
ら
「
機
能
的
等
価
性
」
す
な
わ
ち
公
衆
の
往
来
が
存
在
す
る
場

所
に
限
り
「
集
ま
る
」
自
由
を
保
護
す
る
立
場
と
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
ま
で
空
間
的
保
護
領
域
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
立
場
の
対

立
は
い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
。
他
方
で
、
客
観
法
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
集
会
の
自
由
と
財
産
権
の
衝
突
に
お
い
て
、
私
有
地
で
の
集
会

を
保
護
す
る
た
め
の
衡
量
の
基
準
の
定
立
が
主
な
検
討
課
題
と
い
え
る
。
多
く
の
論
者
は
、
集
会
の
場
と
し
て
選
択
さ
れ
た
私
有
地
と
集

会
の
テ
ー
マ
と
の
間
に
、
内
容
上
の
連
関
が
存
在
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
こ
の
基
準
は
、
公
有
地
で
集
会
の
目
的
が
同
程
度
に
達
成
さ

れ
な
い
場
合
に
場
の
管
理
者
に
受
忍
義
務
を
課
す
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
く
判
例
・
学
説
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
立
場
に
は
、
集
会
の
自
由
を
補
完
的
に
の
み
保
護
す
る
こ
と
を
同
時
に
意
味
す
る
と
い
う
、
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
し
た
。

　
以
上
の
両
ア
プ
ロ
ー
チ
内
の
見
解
の
対
立
が
仮
に
解
決
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
さ
ら
な
る
内
在
的
な
課
題

が
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
一
方
で
、
防
御
権
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
、
私
人
に
よ
る
集
会
実
施
の
不
許
可
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
「
干
渉
」
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
基
本
権
の
「
制
限
」
と
構
成
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
102
（

る
。
他
方
、
客
観
法
ア

プ
ロ
ー
チ
も
批
判
的
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
私
有
地
の
所
有
者
側
の
財
産
権
の
制
約
を
、
単
な
る
衡
量
問
題
で
は
な
く
、
集
会
の
自
由
に
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対
す
る
保
護
義
務
や
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
を
根
拠
と
す
る
場
合
、
法
律
の
留
保
と
の
関
係
で
、
法
律
の
制
定
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
）
103
（

る
。

　
こ
れ
ら
の
根
強
い
疑
問
は
、
私
有
地
、
と
り
わ
け
実
質
的
に
私
化
さ
れ
た
公
共
空
間
に
お
け
る
集
会
を
保
護
す
る
こ
と
の
困
難
性
を
物

語
っ
て
い
る
。
だ
が
、
両
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
性
ゆ
え
に
、
集
会
の
自
由
の
行
使
可
能
性
が
「
ミ
ニ
マ
ム
」
に
縮
減
さ
れ
る
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
自
由
が
極
限
に
ま
で
切
り
詰
め
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
に
は
、
法
理
に
一
定
の
修
正
（M

odifikation

）
を

施
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ゴ
ル
ニ
ク
に
よ
れ
ば
、
法
理
の
修
正
に
は
二
つ
の
道
が
あ
る
と
い
う
。「
私
人
た

る
管
理
者
を
国
家
の
位
相
（Stufe

）
に
ま
で
高
め
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
自
ら
の
防
御
権
を
主
張
さ
せ
、
私
的
管
理
者
に
直
接
的
基
本

権
拘
束
を
生
じ
さ
せ
る
」
方
法
と
、「
管
理
者
に
生
じ
て
い
る
間
接
的
基
本
権
拘
束
を
、
ユ
ー
ザ
ー
を
保
護
す
る
た
め
、
よ
り
高
度
な
レ

ヴ
ェ
ル
の
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
、
必
要
な
限
り
で
修
正
す
る
」
方
法
で
あ
）
104
（
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
道
に
進
む
べ
き
か
を
解
明

す
る
の
は
、
筆
者
に
課
さ
れ
た
次
の
課
題
で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈　

本
論
文
は
、
二
〇
二
〇
年
度
慶
應
義
塾
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  

「
空
間
」
な
い
し
「
公
共
空
間
」
と
い
う
概
念
の
再
生
（Renaissance

）
の
動
向
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、M

artin Klam
t, Verortete 

N
orm

en, 2007, S. 27 ff.;Christian Ernst, D
er öffentliche Raum

 und seine Bedeutung für das dem
okratische G

em
einw

esen, in: 
U
tz Schliesky, Christian Ernst und Sönke E. Schulz 
（H

rsg.
）, D

ie Freiheit des M
enschen in Kom

m
une, Staat und Europa:  

Festschrift für Edzard Schm
idt-Jortzig, 2011, S. 79; Christoph G

usy, D
er öffentliche Raum

, JZ 2009, 217.

（
2
）  BVerfG

E 148, 267. 

本
判
決
の
邦
語
評
釈
に
つ
き
、
玉
蟲
由
樹
「
一
般
的
平
等
原
則
の
私
法
へ
の
照
射
効
」
自
治
研
究
九
五
巻
四
号
（
二
〇

一
九
年
）
一
五
四
頁
以
下
参
照
。
関
連
し
て
、A

lexander H
ellgardt, W

er hat Angst vor der unm
ittelbaren D

rittw
irkung?, JZ 2018, 

901; Fabian M
ichl, Situativ staatsgleiche G

rundrechtsbindung privater Akteure, JZ 2018, 910; Christoph Sm
ets, D

ie Stadion-
verbotsentscheidung des BVerfG

 und die U
m
w
älzung der G

rundrechtssicherung auf Private, N
V
w
Z 2019, 34. 

連
邦
通
常
裁
判
所
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で
の
判
断
に
つ
きN

JW
 2010, 534. 

ス
タ
ジ
ア
ム
禁
止
が
問
題
と
な
っ
た
別
の
判
断
に
つ
い
て
、W

olfgang H
ecker, Aufenthaltsverbote 

für Fußballfans, N
V
w
Z 2016, 1301.

（
3
）  BVerfG

E 148, 267 （284

）.
（
4
）  BVerfG

 （K

）, N
JW

 2019, 1935.
（
5
）  M

ichael G
rünberger/Jerm

aine W
ashington, Anm

erkung, JZ 2019, 1104.

（
6
）  BVerfG

 （K

）, N
JW

 2019, 3769; JZ 2019, 1103.

（
7
）  

本
稿
と
同
様
の
問
題
意
識
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
木
下
智
史
「
集
会
の
場
所
の
保
障
を
め
ぐ
る
事
例
」
毛
利
透
・
木
下
智
史
・
小
山
剛
・
棟
居

快
行
『
憲
法
訴
訟
の
実
践
と
理
論
』（
判
例
時
報
社
、
二
〇
一
九
年
）
三
五
頁
以
下
、
岡
田
俊
幸
「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
」
日
本
法
学

八
五
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
七
五
頁
以
下
、
同
「
集
会
の
自
由
の
場
所
的
保
護
領
域

―
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
論
」
法
学
紀
要
六
一
巻
（
二
〇
二
〇
年
）
一
六
三
頁
以
下
、
小
谷
順
子
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
規
模
政
治
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
抗
議
活
動
の

規
制
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
」
小
山
剛
・
新
井
誠
・
横
大
道
聡
編
著
『
日
常
の
な
か
の
〈
自
由
と
安
全
〉

―
生
活
安
全
を
め
ぐ
る
法
・
政
策
・
実

務
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
〇
年
）
三
二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
8
）  BVerfG

E 69, 315. 

評
釈
と
し
て
、
赤
坂
正
浩
「
基
本
法
8
条
の
集
会
の
自
由
と
集
会
法
に
よ
る
規
制

―
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
」
ド
イ
ツ

憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
2
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
四
八
頁
以
下
参
照
。

（
9
）  BVerfG

E 69, 315 （343

）.

（
10
）  BVerfG

E 69, 315 （345

）.

（
11
）  BVerfG

E 69, 315 （345

）.

（
12
）  Cornelia D
ürig-Friedl, in: Cornelia D

ürig-Friedl/Christoph Enders, Versam
m
lungsrecht, 1. Aufl. 2016, Einleitung Rn. 41.

（
13
）  Enders, in: D

ürig-Friedl/Enders （Anm
. 12

）, 

§1 Rn. 20.

（
14
）  BVerw

G
E 91, 135.

（
15
）  BVerw

G
E 91, 135 （138 ff

）.

（
16
）  Bernhard Schlink, Anm

erkung, N
JW

 1993, 610. 

他
方
で
、
ホ
ー
フ
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
の
ほ
か
に
大
規
模
デ
モ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
場
所
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
、
大
学
側
の
独
占
的
地
位
を
理
由
に
、
本
判
決
を
批
判
す
る
も
の
も
あ
る
。M

ichael Kniesel, D
ie  

Versam
m
lungs- und D

em
onstrationsfreiheit, N

JW
 1996, 2606 （2610

）.
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（
17
）  Enders, in:D

ürig-Friedl/Enders （Anm
. 12

）, 

§1 Rn. 20.

（
18
）  BVerfG

E 128, 226; JZ 2011, 568. 

邦
語
の
評
釈
と
し
て
、
石
村
修
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
飛
行
場
に
お
け
る
集
会
・
デ
モ
規
制

―
フ
ラ

ポ
ー
ト
判
決
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
鈴
木
秀
美
・
畑
尻
剛
・
宮
地
基
編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅳ
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八

年
）
一
七
二
‐
一
七
五
頁
。
ま
た
、
石
村
修
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
飛
行
場
に
お
け
る
集
会
・
デ
モ
規
制
」
専
修
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
号
（
二
〇
一

三
年
）
一
三
三
‐
一
五
一
頁
。
ド
イ
ツ
語
の
評
釈
と
し
て
、Christoph Enders, Anm

erkung, JZ 2011, 577; H
artm

ut Brenneisen/Chris-
tian A

rndt, Versam
m
lungen auf privaten Flächen im

 Lichte der aktuellen Rechtsprechung, N
ordÖ

R 2016, 269.

ま
た
、
連
邦
通

常
裁
判
所
の
判
断
に
対
す
る
評
釈
と
し
て
、Jens Kersten/Florian M

einel, G
rundrechte in privatisierten offentlichen Raum

, JZ 2007, 
1127; A

ndreas Fischer-Lescano/A
ndreas M

aurer, G
rundrechtsbindung von privaten Betreibern öffentlicher Räum

e, N
JW

 
2006, 1393; Philipp-L. Krüger, Versam

m
lungsfreiheit in privatisierten öffentlichen Raum

en, D
Ö
V
 2012, 837. 

本
事
案
と
異
な
る

も
の
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
の
駐
車
場
で
の
デ
モ
へ
の
集
会
の
自
由
の
適
用
に
つ
き
、V

G
H
 Kassel, Beschluß vom

 14. 3. 2003 ‒ 6 
TG

 691/03, N
V
w
Z 2003, 874. 

評
釈
と
し
て
、Ivana M

ikešić, Versam
m
lungs- und D

em
onstrationsrecht auf Flughafengelände, 

N
V
w
Z 2004, 788.

（
19
）  BVerfG

E 128, 226 （243 ff.
）

（
20
）  BVerfG

E 128, 226 （251 ff.

）.

（
21
）  BVerf （K

） G, Beschluss v. 20. 06. 2014 - 1 BvR 980/13.

（
22
）  BVerf （K

） G, Beschluss v. 20. 06. 2014 - 1 BvR 980/13

（juris Rn. 19

）.

（
23
）  Ebd.

（
24
）  Ebd.

（
25
）  BVerf 

（K

） G, Beschluss v. 18. 07. 2015, 1 BvQ
 25/15. 

評
釈
と
し
て
、
小
山
剛
「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
と
基
本
権
の
私
人
間

効
力

―
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
定
」
自
治
研
究
九
六
巻
一
一
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
五
四
頁
以
下
。

（
26
）  

フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
と
は
、
人
々
が
比
較
的
短
時
間
行
い
、
終
わ
れ
ば
す
ぐ
に
解
散
し
、
と
き
に
周
囲
の
人
々
を
驚
か
せ
る
（Ü

berrasc-
hung

）
作
用
を
持
つ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
を
始
め
た
の
は
、
元
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
編
集
長
で
あ
る
ビ

ル
・
ワ
ジ
ク
（Bill W

asik

）
と
さ
れ
て
お
り
、
世
界
最
初
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
は
、
二
〇
〇
三
年
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
行
わ
れ
た
。https://

w
w
w.natcom

.org/com
m
unication-currents/flash-m

em
ory-history-flash-m

obs
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
二
日
）。
な
お
、
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フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
は
商
業
目
的
の
ほ
か
労
働
争
議
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
が
集
会
概
念
に
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目

的
に
依
存
す
る
と
い
う
。W

olfgang H
öfling/G

esine Krohne, Versam
m
lungsrecht in Bew

egung, JA 2012, 734 （736 f

）.
（
27
）  

な
お
、
本
件
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
で
は
、
①
集
会
の
可
否
の
ほ
か
に
、
②
公
共
空
間
に
お
け
る
飲
酒
、
③
公
共
空
間
の
監
視
、
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
②
に
つ
き
、W

olfgang H
ecker, Zur neuen D

ebatte über Alkoholkonsum
verbote im

 öffentlichen Raum
, N

V
w
Z 2009, 1016. 

③
に
つ
き
、
小
山
剛
「
監
視
と
萎
縮

―
基
本
権
侵
害
の
『
水
平
的
加
算
』
序
説
」
憲
法
研
究
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
一
一
頁
以
下
。

（
28
）  
フ
ー
フ
ェ
ン
（Friedhelm

 H
ufen

）
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
以
前
に
は
、
集
会
目
的
で
「
私
有
地
を
使
用
す
る
権
利
は
存
在
し
な
い
」
と
明

確
に
述
べ
て
い
た
（Friedhelm

 H
ufen, Staatsrecht II, 1. Aufl. 2007, 

§30, Rn. 8

）。

（
29
）  BVerf （K
） G, Beschluss v. 18. 07. 2015, 1 BvQ
 25/15 （juris Rn. 5

）.

（
30
）  International Society for Krishna Consciousness, Inc., et al. v. Lee, Superintendent of Port Authority Police, 505 U. S. 672 

（1992

）.

（
31
）  BVerfG

E, 128, 226 （253
）.

（
32
）  Rudolf Steinberg, Versam

m
lungsfreiheit und das Leitbild des Ö

ffentlichen Forum
s, in: M

ax-Em
anuel G

eis, M
arkus W

inkler, 
Christian Bickenbach （H

rsg.
）, Von der Kultur der Verfassung: Festschrift für Friedhelm

 H
ufen zum

 70. G
eburtstag, 2015, 118 

（121

）.

（
33
）  Ebd.

（
34
）  

伝
統
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
該
当
性
の
否
定
に
つ
き
、ISKCO

N
 v. Lee, 505 U. S. at 680, 

指
定
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
該

当
性
の
否
定
に
つ
き
、ISKCO

N
 v. Lee, 505 U. S. at 686.

（
35
）  

両
立
性
テ
ス
ト
に
つ
き
、
横
大
道
聡
は
「
基
本
的
両
立
性
テ
ス
ト
」
と
呼
び
、
私
人
の
表
現
活
動
に
奉
仕
し
て
き
た
「
伝
統
」
を
有
し
な
い
公

有
地
に
お
い
て
も
表
現
活
動
を
保
護
す
る
役
割
を
果
た
す
テ
ス
ト
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
横
大
道
聡
『
現
代
国
家
に
お
け
る
表
現
の
自
由

―

言
論
市
場
へ
の
国
家
の
積
極
的
関
与
と
そ
の
憲
法
的
統
制
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
三
四
頁
以
下
参
照
。

（
36
）  Steinberg （Anm

. 32

）, S. 121.

（
37
）  Steinberg （Anm

. 32

）, S. 123.

（
38
）  Ebd.

（
39
）  

企
業
に
対
す
る
デ
モ
が
行
わ
れ
た
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
のLogan Valley

判
決
（Food Em

ployees v. Logan Valley Plaza, 
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Inc., 391 U. S. 308 （1968

）.

）
が
そ
の
典
型
的
な
例
と
さ
れ
る
。
ま
た
、Lloyd

判
決
（Lloyd Corp. v. Tanner, 407 U. S. 551 （1972

）.

）

は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
き
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
関
連
の
な
い
反
戦
ビ
ラ
の
配
布
を
保
護
し
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
、
後
述
。

（
40
）  Steinberg （Anm

. 32

）, S. 123.
（
41
）  Steinberg （Anm

. 32

）, S. 124.
（
42
）  
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
に
基
づ
き
公
共
性
の
構
造
転
換
と
基
本
権
拘
束
の
問
題
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、Jan Philipp Schaefer, N

eues vom
 

Strukturw
andel der Ö

ffentlichkeit, D
er Staat, 2012, 251 ff. 

同
様
に
、
基
本
権
拘
束
の
問
い
に
つ
き
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の
ほ
か
、
缶

ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
定
、
ス
タ
ジ
ア
ム
禁
止
決
定
な
ど
を
取
り
上
げ
な
が
ら
論
じ
る
も
の
と
し
て
、Stefan M

uckel, G
rundrechts-

berechtigung und G
rundrechtsverpflichtung, JA 2020, 411.

（
43
）  

以
下
、
参
照Johannes M

asing, G
rundrechtsschutz trotz Privatisierung, in: M

ichael Bäuerle, Philipp D
ann und A

strid W
allra-

benstein （H
rsg.

）, D
em

okratie-Perspektiven: Festschrift für Brun-O
tto Bryde zum

 70. G
eburtstag, 2013, 409 ff.

ほ
か
、
公
共
性
の

解
体
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、Bernd H

olznagel, Erosion dem
okratischer Ö

ffentlichkeit?, V
V
D
StRL 2009, 381; H

ans-D
etlef 

H
orn, Erosion dem

okratischer Ö
ffentlichkeit?, V

V
D
StRL 2009, 413.

（
44
）  A

ndreas G
ornik, D

ie Bindung der Betreiber öffentlicher Räum
e an die Kom

m
unikationsgrundrechte, 2016, S. 187. 

書
評
と
し

て
、Jörg Berkem

ann, Buchbesprechungen, DV
Bl 2018, 29.

（
45
）  G

ornik （Anm
. 44

）, S. 190.

（
46
）  Steinberg （Anm

. 32

）, S. 126.

（
47
）  

エ
ン
ダ
ー
ス
は
集
会
の
自
由
の
前
提
条
件
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
つ
の
日
か
集
会
の
自
由
が
空
転
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

Enders （Anm
. 18

）, S. 578. 

他
方
で
、
実
証
主
義
的
な
検
討
に
従
っ
た
と
し
て
も
、
い
ま
だ
公
共
空
間
が
す
べ
て
消
滅
し
た
と
は
い
え
ず
、
空

港
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
集
会
を
保
護
せ
ず
と
も
集
会
の
自
由
が
「
空
転
（leer laufen

）」
す
る
と
は
言
い
が
た
い
、
と
い
う
見
解

も
散
見
さ
れ
る
。
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
に
お
け
る
シ
ュ
ル
ッ
ケ
ビ
ー
ア
裁
判
官
反
対
意
見
参
照
の
こ
と
（BVerfG

E, 128, 226 （274

））。

（
48
）  M

asing

（Anm
. 43

）, S. 414.

（
49
）  M

asing

（Anm
. 43

）, S. 420.

（
50
）  

こ
こ
で
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
お
よ
び
ホ
ー
フ
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
判
決
、
さ
ら
に
は
チ
ュ
ー

リ
ヒ
・
ス
プ
レ
ー
団
事
件
決
定
（
Ｎ
Ｊ
Ｗ 

一
九
八
四
、
一
二
九
三；

平
松
毅
「
落
書
の
『
芸
術
の
自
由
』
該
当
性
と
強
制
送
還
の
合
憲
性
」
ド
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イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
（
第
2
版
）』
一
七
四
頁
以
下
参
照
）
で
あ
る
。

（
51
）  M

asing

（Anm
. 43

）, S. 420 f.
（
52
）  M

asing

（Anm
. 43

）, S. 425.
（
53
）  A

rbeitskreis Versam
m
lungsrecht, M

usterentw
urf eines Versam

m
lungsgesetzes, 2011. 

本
法
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
た
と

え
ばW

olfram
 H

öfling, Versam
m
lungsrecht als „G

rundrechtsgew
ährleistungsrecht

“, D
ie Verw

altung 2012, 539; Christoph G
usy, 

Aktuene Fragen des Versam
m
lungsrechts, JZ 2011, 563.

（
54
）  A

rbeitskreis Versam
m
lungsrecht 

（Anm
. 53

）, S. 60 ff.

「
機
能
的
等
価
性
」
概
念
を
、Krisor-W

ietfeld 

はfunktionale Äquivalenz

と
し
て
紹
介
す
る
。Krisor-W

ietfeld, Rahm
enbedingungen der G

rundrechtsausübung, 2016, S. 232.

（
55
）  Food Em

ployees v. Logan Valley Plaza, Inc., 391 U. S. 308 （1968

）.

（
56
）  Logan Valley, 391 U. S. at 319.

（
57
）  

改
正
前
の
ド
イ
ツ
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
六
条
ｂ
項
も
、
ビ
デ
オ
監
視
に
つ
い
て
こ
の
理
解
に
立
っ
て
い
る
。M

artin Prothm
ann, D

ie W
ahl 

des Versam
m
lungsortes, 2013, 25 f. 

関
連
し
て
、 Gusy （Anm

. 1

）, 217 f.

ほ
か
。

（
58
）  A

rbeitskreis Versam
m
lungsrecht

（Anm
. 53

）, S. 62.

（
59
）  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
通
行
に
つ
き
、BVerf 

（K

） G, N
V
w
Z 2007, 1306; Christoph Enders, D

ie Sondernutzung im
 Straßen-

recht zw
ischen Erlaubnispflicht und Freiheitsanspruch des Bürgers, Verw

Arch 1992, 572.

（
60
）  G

ornik （Anm
. 44

）, S. 39.

（
61
）  G

ornik （Anm
. 44

）, S. 40.

（
62
）  Krisor-W
ietfeld （Anm

. 54

）, S. 160 ff.

（
63
）  Prothm
ann （Anm

. 57

）, S. 139.

（
64
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 149.

（
65
）  Ebd.

（
66
）  N

orbert U
llrich, D

as D
em

onstrationsrecht, 2015, S. 114.

（
67
）  U

llrich

（Anm
. 66

）, S. 113 f.

（
68
）  

ジ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
小
谷
・
前
掲
注
（
7
）
三
三
二
頁
の
ほ
か
、
高
橋
義
人
「『
公
共
空
間
』
の
民
営
化
と
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
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論
」
琉
大
法
学
八
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
一
―
七
八
頁
、
門
田
美
貴
「
集
会
の
『
場
』
へ
の
権
利

―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
修
正
一
条
の
機
能

的
拡
張

―
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）
三
四
一
頁
以
下
参
照
。

（
69
）  U

llrich （Anm
. 66

）, S. 114.
（
70
）  Enders （Anm

. 18

）, S. 577.
（
71
）  Ebd.

（
72
）  Enders （Anm

. 18

）, S. 578.

（
73
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 150 f.

（
74
）  Krisor-W

ietfeld （Anm
. 54

）, S. 194.

（
75
）  Ebd.

（
76
）  Krisor-W

ietfeld （Anm
. 54

）, S. 200 f.

（
77
）  Ebd.

（
78
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 147.

（
79
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 142.

（
80
）  BVerfG

E 33, 303. 

戸
波
江
二
「
教
育
場
所
選
択
の
自
由
と
大
学
入
学
請
求
権

―
定
数
制
判
決
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の

憲
法
判
例
（
第
2
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
八
三
頁
以
下
参
照
。

（
81
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 159.

（
82
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 160.

（
83
）  Prothm

ann 

（Anm
. 57

）, S. 161. 

ゴ
ル
ニ
ク
（Andreas G

ornik

）
も
本
源
的
請
求
権
の
成
立
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

G
ornik （Anm

. 44

）, S. 266 f. 

な
お
、
空
間
と
基
本
権
行
使
の
関
係
を
論
じ
る
ズ
ィ
ー
ア
（Angelika Siehr

）
は
、
公
共
空
間
に
お
け
る
権
利

と
公
共
空
間
へ
の
権
利
を
峻
別
す
る
が
、
前
者
は
自
由
権
的
側
面
が
強
い
と
し
、
後
者
は
平
等
な
立
ち
入
り
と
い
う
平
等
権
と
結
び
つ
い
た
派
生

的
請
求
権
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
局
面
は
、
請
求
権
に
関
す
る
議
論
で
の
峻
別
で
は
な
い
た
め
、
本
源
的
請
求
権
と
派
生
的
請
求
権
と
対

応
す
る
わ
け
で
は
な
い
。A

ngelika Siehr, D
as Recht am

 öffentlichen Raum
, 2016, S. 639 ff.

（
84
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 161.

（
85
）  BVerfG

E 7, 198.
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（
86
）  Arbeitskreis Versam

m
lungsrecht （Anm

. 53

）, S. 60.

（
87
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 241.
（
88
）  Ebd.

（
89
）  G

ornik （Anm
. 44

）, S. 399.
（
90
）  Krisor-W

ietfeld （Anm
. 54

）, S. 262.

（
91
）  
安
全
性
に
関
す
る
条
件
を
付
す
こ
と
の
検
討
に
つ
き
、Robert Frau, O

rtsrecht im
 Einkaufszentrum

, LKV
 2016, 445.

（
92
）  M

ax Joite, Ö
ffentlicher Raum

 im
 Bereich privaten Eigentum

s, Brucerius Law
 Journal 2011, 100 （106

）.

（
93
）  H

enning W
endt, Recht zur Versam

m
lung auf frem

dem
 Eigentum

?, N
V
w
Z 2012, 606 （607

）.

（
94
）  

両
判
決
の
関
係
に
つ
い
て
は
学
説
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
は
単
に
事
案
の
差
異
化
を
図
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
解
も

成
り
立
ち
得
る
が
、H

ugens v. N
LRB

判
決
（424 U. S. 507 

（1976

）.

）
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
にLogan Valley

判
決
を
覆
す
と

Lloyd

判
決
は
明
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
同
判
決
の
時
点
で
す
で
にLogan Valley

判
決
は
妥
当
し
て
い
な
い
、
と
の
理
解
に
立
っ
て
い
る

（H
udgens, 424 U. S. at 518.

）。H
udgens v. N

LRB

判
決
に
つ
い
て
ヴ
ェ
ン
ト
は
、
特
殊
ア
メ
リ
カ
的
な
判
決
ゆ
え
に
ド
イ
ツ
憲
法
に
な
ん

ら
か
の
論
拠
（Argum

ente

）
を
提
供
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
評
価
し
て
い
る
（W

endt

（Anm
. 93

）, S. 608.

）
が
、
な
ぜ
こ
の
判
決
の
み
を

ド
イ
ツ
法
に
と
っ
て
参
照
に
値
し
な
い
も
の
と
断
ず
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
95
）  W

endt

（Anm
. 93

）, S. 608 f.

（
96
）  W

endt

（Anm
. 93

）, S. 608.

（
97
）  Prothm

ann （Anm
. 57

）, S. 241.

（
98
）  Sebastian Schulenberg, D

er „Bierdosen-Flashm
ob für die Freiheit

“: Zu Versam
m
lungen auf G

rundstücken im
 Eigentum

  
Privater, D

Ö
V
 2016, 55 （58

）.

（
99
）  Schulenberg

（Anm
. 98

）, S. 59.

（
100
）  Ebd.

（
101
）  

缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
定
の
ほ
か
、
ベ
ル
リ
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
判
決
（BVerfG, Beschluss des Ersten Senats vom

 26. 
M

ärz 2014 - 1 BvR 3185/09 -

）
は
同
様
の
基
準
を
採
用
し
て
い
る
。
欧
州
司
法
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、EuG

H
, U

rteil vom
 12. 6. 2003, 

Rs. C-112/00. 

参
照
。
ま
た
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ド
イ
ツ
と
の
比
較
と
し
てM

aria Scharlau, Schutz von 
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Versam
m
lungen auf privatem

 G
rund, 2018.

（
102
）  G

ornik （Anm
. 44

）, S. 258.
（
103
）  

た
と
え
ば
、
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
お
よ
び
ク
リ
ゾ
ー
ア
‐
ヴ
ィ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
や
国
家
の
保
護
義
務
論
か
ら
私
有
地
に

お
け
る
集
会
の
保
護
を
試
み
る
が
、
い
ず
れ
も
義
務
の
名
宛
人
は
立
法
府
で
あ
り
、
法
律
に
よ
る
具
体
化
を
必
要
と
す
る
と
説
い
て
い
たProth-

m
ann （Anm

. 57

）, S. 230; Krisor-W
ietfeld

（Anm
. 54

）, S. 255.

（
104
）  G

ornik （Anm
. 44

）, S. 242.

門
田　
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